
12

続
き
本
市
の
被
保
険
者
証
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
場
合
に
は
、
在
学
証

明
書
（
原
本
）
と
被
保
険
者
証
を

持
参
し
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
２

　
４
月
か
ら
、
白
河
北
部
農
業
集

落
排
水
事
業
で
計
画
さ
れ
た
萱
根

・
泉
田
地
区
の
全
域
で
、
下
水
道

へ
の
接
続
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
住
み
よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、

お
早
め
に
市
指
定
業
者
へ
排
水
設

備
工
事
の
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
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青
年
サ
ー
ク
ル
「
カ
ル
チ
ベ
」

で
は
、
新
規
受
講
生
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
趣

味
や
気
の
合
う
仲
間
を
探
し
ま
せ

ん
か
。

⃝
開
催
日
　
５
月
８
日
㈬
～
平
成

26
年
２
月
末
日
（
月
２
回
程
度
）

⃝
対
象
　
18
歳
か
ら
40
歳
代
ま
で

の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

⃝
年
会
費
　
１
、
０
０
０
円
（
そ

の
他
別
途
）

　
春
季
連
合
検
閲
の
た
め
、
４
月

21
日
㈰
午
前
７
時
に
消
防
サ
イ
レ

ン
が
流
れ
ま
す
。
火
災
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
６

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
一
時
的
な
預
か
り
や
、
保

育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の
送
迎

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
方
法
や
利
用
料
金

な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

⃝
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
保
護
者

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
９
０
７

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

就
学
の
た
め
に
他
市
町
村
に
住
所

を
移
す
場
合
、
特
例
に
よ
り
引
き

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３
５

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
登
録
し
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
飼

い
主
の
方
に
は
、
事
前
に
「
狂
犬

病
予
防
注
射
申
請
書
」
を
送
付
し

ま
す
。
裏
面
が
問
診
票
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
注
射
を
受
け
る
際

に
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
実
施
日　
▽
白
河
地
域　
４
月

20
日
㈯
～
25
日
㈭　
▽
表
郷
地
域

５
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬　
▽
大
信

地
域　
５
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬　

▽
東
地
域　
５
月
16
日
㈭
・
17
日

㈮　
※
会
場
ご
と
の
時
間
な
ど
は
、

回
覧
文
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
費
用　
３
、
１
０
０
円
（
注
射

料　
２
、
５
５
０
円
・
注
射
済
票

５
５
０
円
）　

※
あ
わ
せ
て
犬
の
登
録
を
行
う
場

合
は
、
登
録
料
３
、
０
０
０
円
が

別
途
必
要
で
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

21 20

募
集

⃝
ブ
ロ
グ
　http://blog.livedoor.

jp/cultivate_kun/

問
中
央
公
民
館
☎
㉓
３
８
１
０

　
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
健

康
福
祉
祭
「
第
21
回
す
こ
や
か
福

島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
各
競
技

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
に
ち
　
５
月
23
日
㈭

⃝
会
場
　
郡
山
総
合
体
育
館
（
郡

山
市
豊
田
町
）
ほ
か

⃝
競
技
種
目
　
20
種
目
（
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ

（
６
月
４
日
㈫
に
実
施
）
、
弓

道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
な
ぎ
な

た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ク
ロ

リ
テ
ィ
ー
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
）

⃝
参
加
資
格
　
県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方
（
昭
和
29
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
※
先
着
順

⃝
参
加
料
　
無
料

⃝
申
込
期
限
　
４
月
19
日
㈮
ま
で

問
県
高
齢
福
祉
課
☎
０
２
４
︲
５

２
１
︲
７
１
９
７

案
内

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111/Fax㉜2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111/Fax㊻2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111/Fax㉞3584

くらしの
情 報 館

　
白
河
の
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。

《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

⃝
日
時
　
４
月
20
日
㈯
～
４
月
29

日
㈷
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
内
容
　
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
１
０
０
人
）

《
ツ
ア
ー
》

⃝
日
時
　
４
月
20
日
㈯
／
午
前
９

時
～
午
後
２
時
30
分

⃝
コ
ー
ス
　
座
禅
・
写
経
体
験
、

戊
辰
巡
り
①
、
戊
辰
巡
り
②　

⃝
定
員
　
各
25
人　
※
要
予
約

⃝
参
加
料
　
５
０
０
円

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
３

　
４
月
29
日
㈷
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
権
太
倉
山
の
山
開
き
は
、

コ
ー
ス
内
で
落
石
な
ど
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

問
大
信
庁
舎
事
業
課
☎
㊻
３
９
７
３

　
表
郷
・
東
地
域
で
運
行
し
て
い

る
巡
回
バ
ス
の
車
両
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
乗
り
降
り
し
や
す
い

よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
と
手
す
り
が
装

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２

５
７
／
表
郷
庁
舎
総
務
課
☎
㉜
２

１
１
１　
東
庁
舎
総
務
課
☎
㉞
２

１
１
１

　
４
月
か
ら
、
旗
宿
行
政
セ
ン
タ

ー
の
名
称
が
「
古
関
行
政
セ
ン
タ

ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
市
民
課　
内
２
１
５
８

４月6日㈯～15日㈪
《運動のスローガン》
　ベルトした？　みんなしたよが　合言葉
《運動の基本》　
　子どもと高齢者の交通事故防止
《運動の重点》
①自転車の安全利用の推進
②全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

　③飲酒運転の根絶　　　　
問本庁舎生活環境課　内2162

春の全国交通安全運動

　市では、循環型社会（生産から流通、廃棄に至
るまで物質の有効な利用やリサイクルを進めるこ
とで、資源の消費が抑制され、環境への負荷が少
ない社会）の実現に向けて、次の活動を推進して
います。
《３Ｒの推進》
　家庭や職場など、様々な場面で身近に実践でき
る３R活動（リデュース＝発生抑制、リユース＝再
利用、リサイクル＝再資源化）を推進しています。
皆さんのご協力をお願いします。
《３Ｓ広場（Shirakawa Second Shop）》
　リユースを促進するため、３Ｓ広場をホームペ
ージ上に立ち上げています。まず、家庭で不用に
なった家庭用品などの中から、再利用できる物が
ある場合、その物品の情報を登録していただきま
す。登録された物品の譲受を希望される方には、
物品の登録者情報を提供します。これらにより、
皆さんの消費生活上の利便性の向上と、限りある
資源の節約、不用品再生利用等の意識の向上を目
指します。
■注意事項
▷登録料、紹介料は無料です（登録期間は３か月）。
▷現品は、市で預かることができません。当事者
同士で確認、交渉してください。
▷取り引きに係る交渉や取り引きされた品物につ
いて、故障、欠陥などによる苦情やその他トラ
ブルが生じた場合は、当事者間での解決をお願
いします（市では一切責任を負いません）。
▷市内在住の方であれば登録できます。なお、営
利を目的とする場合は登録できません。
問本庁舎生活環境　内2165／各庁舎市民福祉課
表郷☎㉜2113　大信☎㊻3974　東☎㉞2113

循環型社会の実現に向けて

青
年
サ
ー
ク
ル
「
カ
ル

チ
ベ
」
受
講
生

「
す
こ
や
か
福
島
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
」
参
加
者

ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り

表
郷
・
東
地
域
巡
回
バ

ス
に
新
車
両
を
導
入

権ご
ん
た
く
ら
や
ま

太
倉
山
山
開
き
の
中
止

旗
宿
行
政
セ
ン
タ
ー

の
名
称
変
更

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

就
学
の
た
め
転
出
さ
れ
る

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

白
河
北
部
地
区
農
業
集
落
排

水
事
業
が
全
域
で
供
用
開
始

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射



34

よ
び
関
節
リ
ウ
マ
チ
）
に
よ
る
障

が
い
が
あ
る
方
（
１
３
０
疾
患
）

⃝
手
続
き
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

対
象
疾
患
に
り
患
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
証
明
書
（
診
断
書
ま
た

は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）

を
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
４

　
表
郷
戦
争
回
顧
展
実
行
委
員
会

で
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
戦
没

者
慰
霊
を
兼
ね
た
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
５
月
12
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
開
演

⃝
会
場
　
表
郷
庁
舎
３
階
（
表
郷

金
山
）

⃝
入
場
料
　
無
料　

※
入
場
券
が
必
要
で
す
。
入
場
券

は
４
月
１
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
同
展
実
行
委
員
会　
緑み

ど
り
か
わ川
☎
㉜

３
４
０
４
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限
に
つ
い
て
、
勾
配
屋
根
を
設
け

る
場
合
の
た
だ
し
書
き
を
追
加
。

※
こ
の
変
更
で
、
新
た
な
規
制
が

発
生
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
７

　
平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
５
、
０
４
０
円
と

な
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
の

保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌
月
末
日

で
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

老
齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
忘
れ

ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、

前
納
に
よ
る
割
引
制
度
や
、
納
付

が
困
難
な
方
を
対
象
と
す
る
免
除

・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
４
／
白
河
年
金
事
務
所
☎
㉗
４

１
６
１

　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
５

月
１
日
㈬
か
ら
入
浴
料
金
を
改
定

し
ま
す
。

⃝
改
定
後
の
料
金
（
大
人
）
　
▽

タ
イ
ム
入
浴
（
２
時
間
）　
５
０

０
円　
▽
一
日
入
浴　
９
０
０
円

問
㈱
ひ
が
し
振
興
公
社
☎
㉞
１
１

２
６

　
４
月
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病
等

の
方
が
加
わ
り
ま
す
。
対
象
に
な

る
と
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認

め
ら
れ
た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
受
給
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⃝
対
象
　
対
象
疾
患
（
難
治
性
疾

患
克
服
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
お

　
市
で
は
、
良
好
な
景
観
形
成
の

推
進
の
た
め
、
景
観
計
画
を
一
部

変
更
し
ま
し
た
。

《
変
更
内
容
》

①
景
観
計
画
推
進
区
域
城
下
町
地

区
中
、
歴
史
的
景
観
資
源
の
豊
富

に
存
在
す
る
一
部
地
域
に
、
重
点

推
進
区
域
を
設
置
。

②
景
観
計
画
推
進
区
域
城
下
町
地

区
に
お
け
る
建
築
物
の
高
さ
の
制

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内
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　4月１日㈪から、「白河市東部地域包括支援センター」が開
所します。これで、市内のセンターが２か所になりました。

東部地域包括支援センターが開所

問本庁舎高齢福祉課　内2724

名称 住所・電話番号 担当地区
白河市地域包括支
援センター

明戸56-12
☎�0332

東部地域包括支援センタ
ー担当地区以外の地域

白河市東部地域包
括支援センター

関辺川前88
☎�8889

関辺小学区、東北中学区
の一部（大沼地区）、五箇
・表郷・東中学区

市
景
観
計
画
の
一
部
変
更

平
成
25
年
度
国
民
年
金
保
険
料

障
害
者
総
合
支
援
法

が
ス
タ
ー
ト

き
つ
ね
う
ち
温
泉
の

入
浴
料
金
改
定

復
興
コ
ン
サ
ー
ト

一ひ
と
え江
ウ
タ
カ

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
島
耕
作
の
美
学
』

市
長
の

手
控
え
帖

れ
な
方
。「
島
の
モ
デ
ル
は
」
と
尋
ね
る
と
、
そ
れ

ら
し
き
人
は
い
る
と
い
う
。
自
身
、
特
技
を
生
か

せ
る
宣
伝
部
で
働
き
た
い
と
松
下
電
器
に
入
る
。

こ
の
優
良
会
社
を
３
年
で
辞
め
漫
画
家
の
道
へ
。

10
年
後
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
「
初
芝
電
器
」
の

宣
伝
課
長
島
耕
作
を
世
に
送
り
出
す
。

  

シ
リ
ー
ズ
の
見
ど
こ
ろ
は
２
つ
。
ひ
と
つ
は
、

普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
出
世
物
語
。
激
し
く

変
わ
る
社
会
に
適
応
し
よ
う
と
も
が
く
企
業
の

苦
悩
と
、
こ
こ
に
人
生
を
賭
け
る
人
々
が
織
り
な

す
人
間
模
様
。
島
は
、
こ
の
中
で
男
と
し
て
企
業

人
と
し
て
磨
か
れ
て
い
く
。
階
段
を
登
る
ご
と

に
風
景
は
変
わ
る
。
視
野
は
広
が
り
、
背
負
う
荷

物
も
重
く
な
る
。
地
位
が
人
を
つ
く
る
と
い
う
。

周
り
の
支
え
と
、
幾
多
の
経
験
を
積
む
う
ち
、
い

つ
の
間
に
か
高
み
に
押
し
あ
げ
ら
れ
た
。

　
勿
論
、
順
風
ば
か
り
で
は
な
い
。
左
遷
も
味
わ

う
。
し
か
し
こ
こ
が
肝
心
な
と
こ
ろ
。
与
え
ら

れ
た
場
所
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
、
明
る
く
振
舞

う
。
得
意
粛
然
・
失
意
泰
然
。
意
に
添
わ
ぬ
状

況
に
あ
っ
て
も
、
明
朗
闊か

っ
た
つ達
な
島
を
女
神
が
そ
っ

と
引
き
寄
せ
る
。
仕
事
に
は
熱
く
、
人
に
は
ス
マ

ー
ト
に
、
オ
フ
に
は
心
を
遊
ば
せ
る
。 

  

も
う
ひ
と
つ
は
30
年
の
経
済
史
。
課
長
の
頃

は
、
栄
光
の
時
代
。
世
界
上
位
に
日
本
企
業
が
並

ぶ
。
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ル
や
映
画
会
社
を
買
収
す

る
。
欧
米
に
学
ぶ
も
の
な
し
と
、
や
た
ら
威
勢
が

い
い
。
10
年
後
に
部
長
。
バ
ブ
ル
と
化
し
た
風

せ
ん
が
は
じ
け
、
か
げ
り
が
見
え
て
き
た
。
で

も
、
会
社
は
自
己
の
技
術
力
・
販
売
力
に
強
い
自

信
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
先
端
技
術
も
必
ず
一

般
化
す
る
。
こ
の
辺
か
ら
、
日
本
の
技
術
を
習
得

し
た
韓
国
が
、
政
府
の
支
援
を
受
け
猛
烈
に
追
い

上
げ
て
く
る
。
市
場
が
小
さ
い
韓
国
は
、
い
ち
早

く
海
外
へ
進
出
し
た
。
10
年
後
の
取
締
役
の
頃

に
は
、
主
要
な
海
外
市
場
を
奪
わ
れ
る
。
少
し
遅

　

麻
生
元
総
理
の
漫
画
好
き
は
有
名
。
か
つ
て

マ
ス
コ
ミ
は
、
知
性
に
欠
け
る
と
い
わ
ん
ば
か

り
、
面
白
お
か
し
く
取
り
あ
げ
た
。
で
も
、
一
概

に
軽
ん
ず
る
の
は
ど
う
か
。
漫
画
に
は
、
宗
教
・

政
治
・
差
別
な
ど
奥
の
深
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
て

い
る
の
も
少
な
く
な
い
。
手
塚
治
虫
の
「
ブ
ッ
ダ
」

「
火
の
鳥
」
ら
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。
白
土
三

平
「
カ
ム
イ
伝
」、
さ
い
と
う
た
か
を
「
ゴ
ル
ゴ

13
」、ジ
ョ
ー
ジ
秋
山
「
浮は

ぐ
れ
ぐ
も

浪
雲
」
に
は
惹
か
れ
る
。

　

中
で
も
ず
っ
と
愛
読
し
て
い
る
の
が
「
島
耕

作
」。
１
９
８
３
年
に
始
ま
り
30
年
に
な
る
。
課

長
で
登
場
し
、
部
長
・
常
務
・
専
務
と
登
り
、
思

っ
て
も
い
な
い
社
長
へ
。
今
で
も
多
く
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
。
人
間
の
喜

び
、
悲
哀
、
挫
折
、
成
長
が
描
か
れ
、
自
分
に
置

き
か
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
島
は
、
人
に
秀

で
た
能
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
昇
志
向

も
強
く
な
い
。「
出
世
す
る
よ
り
も
好
き
な
仕
事

が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
自
分
に
正
直
に
生

き
た
い
」。
群
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
派
閥
か
ら
距

離
を
置
く
。
職
務
に
忠
実
で
、
常
に
正
面
か
ら
向

き
あ
う
。
困
難
に
も
、
必
死
の
形
相
を
す
る
こ
と

な
く
、
す
っ
と
乗
り
越
え
る
。
ダ
ン
デ
ィ
で
女
性

に
も
て
る
。
食
や
酒
に
通
じ
、
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
。

こ
だ
わ
り
の
な
さ
と
お
お
ら
か
さ
に
人
が
寄
っ

て
く
る
。
こ
ん
な
人
は
い
る
の
か
と
思
い
な
が

ら
も
、
つ
い
応
援
し
た
く
な
る
。

　
数
年
前
、
作
者
の
弘ひ

ろ
か
ね兼
憲け

ん
し史
さ
ん
と
ご
一
緒
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
学
部
の
２
年
先
輩
。
静
か

な
雰
囲
気
で
ほ
ほ
え
み
、
ヒ
ゲ
が
似
合
う
お
し
ゃ

れ
て
、
巨
大
な
龍
・
中
国
が
大
空
へ
か
け
昇
る
よ

う
に
参
入
し
、
周
辺
を
駆
逐
し
は
じ
め
た
。
技
術

へ
の
過
信
か
ら
韓
国
・
中
国
を
軽
く
み
た
。
国

内
の
大
き
な
市
場
に
よ
り
か
か
り
、
海
外
へ
目
を

向
け
る
の
が
遅
れ
た
。
油
断
が
危
機
を
招
く
。

   

苦
難
の
中
、
社
長
島
耕
作
が
誕
生
す
る
。
な
り

た
く
て
な
っ
た
ポ
ス
ト
で
は
な
い
。
故
に
自
然

体
で
臨
め
る
し
、
な
す
べ
き
こ
と
が
見
え
る
。
ま

た
、
企
業
に
も
栄
枯
盛
衰
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

を
承
知
し
て
い
る
。
韓
国
は
中
国
に
追
い
つ
か

れ
る
。
日
の
出
の
勢
い
の
中
国
も
、
や
が
て
か
げ

る
。
今
度
は
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
が
台
頭
し
、
ア

フ
リ
カ
勢
も
指
を
く
わ
え
て
い
な
い
。
満
ち
れ

ば
欠
け
る
が
世
の
な
ら
い
。
肝
心
な
こ
と
は
、
欠

け
る
と
き
次
の
飛
躍
に
向
け
、
い
か
に
技
術
・
販

売
力
を
高
め
、
人
づ
く
り
を
す
る
か
で
あ
る
。
と

は
い
え
こ
れ
が
難
し
い
。
我
ら
が
島
は
、
挑
戦
者

と
な
り
只
今
奮
闘
中
で
あ
る
。

　
そ
ろ
そ
ろ
退
任
が
近
づ
く
。
弘
兼
さ
ん
は
、
島

の
こ
れ
か
ら
を
ど
う
設
定
す
る
の
だ
ろ
う
。
彼

の
美
学
は
、
地
位
に
恋れ

ん
れ
ん々

と
す
る
の
を
潔
し
と
し

な
い
。
会
長
に
は
就
き
た
く
な
い
。
残
っ
て
も
、

院
政
は
敷
か
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
一
企
業
の
利
害

を
越
え
、
産
業
全
体
を
見
渡
せ
る
立
場
は
ど
う
か
。

経
済
界
の
良
心
と
し
て
政
府
に
助
言
す
る
。
世

界
の
識
者
と
ワ
イ
ン
片
手
に
談だ

ん
ろ
ん
ふ
う
は
つ

論
風
発
、
各
国
と

の
相
互
理
解
に
一
役
買
う
。
の
び
や
か
で
と
ら

わ
れ
な
い
島
に
は
、
ぴ
っ
た
り
の
役
ど
こ
ろ
だ
。

   

期
待
と
不
安
の
中
、
社
会
人
と
な
っ
た
方
へ
。

誰
で
も
得
意
・
不
得
意
が
あ
る
。
得
意
な
分
野

で
慢
心
せ
ず
、
苦
手
な
分
野
で
こ
つ
こ
つ
と
。
人

は
往
々
に
し
て
、
自
信
が
あ
る
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず

く
。
ど
ん
な
仕
事
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
全
力
で

ぶ
つ
か
る
こ
と
が
大
事
。
こ
こ
か
ら
道
が
開
か

れ
る
。
一
回
限
り
の
人
生
。
キ
ャ
ン
バ
ス
に
い

い
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。
島
耕
作
の
よ
う
に
。


